1. 「Windows Defender」は、Windows 10の標準ウィルス駆除機能のことです。パソコンに常駐し、悪意のあるマルウェアやウィルスを検出して、自動的に駆除してくれます。
2. スタートメニューを表示し、「設定」「更新とセキュリティ」「Windows Defender」の順にクリックします。「リアルタイム保護」のつまみアイコンをクリックすれば、有効になります。以降はパソコンに常駐し、リアルタイムでの監視が開始されます。ウィルス発見後は、自動的に駆除されますが、手動でスキャン・駆除が開始されます。
3. [bookmark: _GoBack]2016年8月のWindows 10 Anniversary Update以降は、オフラインでのウィルススキャンができるようになりました。これまでは対処できなかった一部のウィルスの発見・駆除が可能になっています。
4. 「Windows Defender」は、他の常駐型のウィルス駆除ソフトと併用できない場合があります。その場合は、他のウィルス駆除ソフトか、「Windows Defender」のどちらかを無効にしておく必要があります。
5. 「Windows Defender」や他のウィルス駆除ソフトを有効にしていると、動作が重く感じられることがあります。しかし、軽快に動作させようとするあまり、無効にしたまま使い続けるのは大変危険ですのでやめましょう。


